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会報 No.81 平成 25 年 ９ 月 １ 日

ケアマネジメント群馬フォーラムⅩ
in 高崎　開催迫る

ケアマネジメント群馬フォーラムⅩ in 高崎　実行委員長　須田　和也

毎年開催されております恒例のケアマネジメント群馬フォーラムがいよいよ９月８日に開催されます。

今回のフォーラムは記念すべき１０回目の大会となり、今大会は日本介護支援専門員協会北関東ブロック

（群馬、栃木、茨城）研修会併催となり、他県からの参加申込も事務局にて受理しています。

今回は「技術としてのケアマネジメント」をメインテーマに、午前中は教育講演として「ケアマネジメ

ントに活かすための認知症の知識について」～疾患中心から本人中心の考え方へ変わるために～と題し

て、中野正剛先生にご講演いただきます。認知症に関する最新の知識を学ぶことで、認知症ケアのあり

方についてより有効なケアマネジメント技術を習得できます。

昼食の時間は、エーザイ株式会社様 並びに 株式

会社ツムラ様のご協力を頂いて、提供された昼食を

とりながら、ランチョンセミナーを、２会場で開催

します。どちらの会場も定員に限りがありますので、

当日は早めの受付をおすすめします。

午後のプログラムは、ケアマネジメントの基礎研

修を企画し、皆様が学びたい研修を選んで参加し

ていただきます。今年も内容が盛りだくさんのケア

マネジメントフォーラムに是非ご参加下さい。

ケアマネジメント群馬フォーラムⅩ in 高崎
大会テーマ　技術としてのケアマネジメント ～認知症ケアの手がかりに～

日時　平成25年９月８日（日）10：00 ～（受付開始は９：30 ～）
場所　高崎市市民活動センターソシアス 高崎市足門町1669－12　
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県 内 支 部 紹 介

吾妻支部（ケアマネ吾妻の会）
吾妻支部は山間部で広範囲のため会員の横のつな
がりや交流を大事に活動します。
今年度は介護保険の情勢にあった研修、著明な先
生の講演を予定し、また恒例の宿泊研修を草津温
泉で行い、会員同士の交流を深めます。
 支部長　田村　広行

高崎・安中支部
9月8日に、『ケアマネジメント群馬フォーラムⅩ
in高崎』が地元で開催。他には、地元の医師会や
行政の方をお招きしての研修、提供事業者との交
流など、会員の皆様の要望に応えるような研修を
企画しています。
 支部長　中西　有美子

渋川圏域支部
勇美記念財団助成『地元医師会による介護支援専
門員・介護職員への在宅医療講演会』は８月で全
６回が終了しました。
今年度末に渋川地区医師会のご協力で、同様講演
会（詳細未定）を実施します。
 支部長　村上　忠明

富岡・甘楽支部　
第２回研修会は、８月23日（金）に行政・医師会・
歯科医師会・広域リハ支援センターの方々をゲス
トにお迎えし情報交換会を開催予定です。今年度
は、関係職能団体との連携強化などを視野に研修
会を企画して参ります。
 支部長　鳥潟　充俊

利根・沼田支部　
利根・沼田支部では、「自身の資質向上」、「関連
団体・事業所との連携強化」を主なテーマとして、
講師を招いた研修会に加え、サービス事業所担当
者との情報交換会など横の繋がりを大切にした活
動に取り組んでいます。
 支部長　佐藤　智昭
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伊勢崎支部
今年度の支部活動においては、役員でグループ分
けを行い、充実した活動が行えるようにします。
①行政との連携②支援サポート③医療との連携④
広報情報。各グループにおいても、会員がスムー
ズなケアマネジャー実践が行える支援活動に重点
を置いています。
 支部長　　岡田　稔

桐生・みどり支部（ケアマネわたらせの会）
当支部では毎年、年３回程の研修企画を実施して
おり、本年も支部総会に合わせ「薬剤」に関する
研修を実施しました。また、秋には第４回となる
ケアマネ・医師との合同研修と参加者間での情報
交換を予定しております。 
 支部長　小沼　説雄

前橋支部（手をつなごうケアマネの会）
今年度の活動は、ここ数年の定番になっている「ケ
アマネ座談会in前橋」を９月に開催し、また「社
会保障」、「ターミナル期のケア」をテーマにした
研修会を開催する予定となっています。皆様のご
参加をお待ちしております。
 支部長　野中　和英

多野・藤岡支部
平成23年度から藤岡多野医師会との交流会を開
催。個人では持てないこの機会を大いに活用し素
顔の先生方に接して「近づきにくい」なんて先入
観・思い込みを払拭！ご利用者のためにより良い
連携を築いていきましょう。
 支部長　成瀨　文雄

太田支部
「多職種連携」をキーワードに、医師会、薬剤師会、
及び太田市介護サービス事業者協議会との４団体
合同研修会を柱として、資質向上を目指して研修
を積んで来ました。本年度はさらに医療連携を図
るため、地域医療連携室との繋がりを強化してい
きます。
 支部長　浅沼　郁子

邑楽・館林支部
本支部では会員の資質の向上を図り、会員相互の
間及び介護保険関係機関の連携・調整連絡をとり
共に会員相互の親睦を図る目的としています。年
２回の研修を企画し会員の資質の向上を目指し、
業務遂行に関する情報の提供及び交換を行ってお
ります。
 支部長　高橋　正彦
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　今期（平成25 ～ 26年）も日本介護支援専門員協会の群馬県支部代議員として

その役割を務めさせて頂くこととなり、群馬県からは私１人が群馬県支部の代議

員として６月16日（日）に開催された日本介護支援専門員社員総会に出席してま

いりました。

　今期は、通常の総会の後に会長選挙、全国選出理事選挙が行われたため、１日

がかりの総会となりました。

　会長候補者理事選挙は、上位２名による決選投票が行われ、双方が同票数であっ

たため、選挙管理規程により「くじ引き」が実施され、鷲見よしみ氏が当選しま

した。全国選出理事選挙は17名が立候補し、有効投票数の過半数を得た上位７名

が当選となりました。

　７月12日（金）には、都道府県支部長会議に折茂会長の代理として出席させて

いただき、関東甲信越ブロック（関東１都６県、新潟、長野、山梨）の代表者の方々

と意見交換を行い、各県の会員数の現状や今後の全国組織に求めることなど意見

交換を行いました。関東のとある県代表の方から「日本介護支援専門員協会が必

要か否かと言えば、やはり必要である。」との意見も聞かれ、とても印象的でした。

　冒頭でも記載しましたが、群馬県からは私１人が代議員として総会への出席お

よびに会長候補者理事選挙、全国選出理事選挙の投票権を持っている現状となっ

ております。他県では３名や４名それ以上の代議員として総会での議決権、会長

候補者理事選挙や全国選出理事選挙の投票権を持っています。

　群馬県の現場のケアマネジャーの声を少しでも全国の場で反映するためには群

馬県内の日本介護支援専門員協会の入会者数が必要になります。県内の入会者数

500名までが代議員数１名、500名以上ですと２名が代議員になることが可能

です。

　今期は、鷲見よしみ新会長を中心とした執行部の体制となり日本介護支援専門

員協会としても、新たな取り組みも行われることかと思います。この機会に是非、

皆様に入会して頂きますよう宜しくお願いいたします。

 日本介護支援専門員群馬県支部　代議員　須田 和也

日本協会だより
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理 事 会

総務財政委員会

学術研修委員会

広報情報委員会

会長　折茂  賢一郎
　第３回（６月17日）は日本介護支援専門員協会の第５回総会における会長と全国選出理事選挙の報告
等を須田代議員から受け、群馬県支部としての日本協会との連携の方向性等を議論した。第４回（７月
10日）は群馬県社会福祉総合センター 7階への事務所移転の是非などを議論したが、現在の本協会の財
政状況や人材等を総合的に勘案した結果、現状のままでマンパワーセンター４階に事務所を継続すること
等が決まった。また９月に開催される“ケアマネジメント群馬フォーラムⅩin高崎”の報告や来年度の
フォーラムの開催地や大会長決定などの議論もされたが、８月末までに決定することが確認された。

総務財政委員長　松沢　斉
　例年この時期は、年会費を納めてくれた会員数の把握と、未納の方への督促をどうやって行うかに頭を
悩ませています。会報に「会費納入のお願い」という文書を同封するのですが、すでに納入された方や文
書と行き違いで納入してくれた方には毎年大変申し訳なく思っています。いくつかのハードルはあるもの
の会費の自動引き落としができるようになるとこの悩みも解消するのですが、今年は一般社団法人化した
ことで事務局の伊藤さんには「おやげない」ほどの事務量が課されています。もう少し落ちついて来たら
新しい提案をさせていただきますので、今しばらくお待ちくださいませ。

学術研修委員長　安藤　繁
　毎年、この時期は当協会にとっての大きなイベントの準備に追われ続けました。ケアマネ受験対策講座
は９月29日に総仕上げコースが終わります。そして、本号が届くころには終了しているケアマネジメン
ト群馬フォーラムの準備にも追われました。
　フォーラムは当委員会の所管事業ではありますが、主催支部の役員や会員、他の委員会や理事等、実に
多くの方々からご協力をいただいています。この場をお借りして、皆さまに感謝・御礼申し上げます。

広報情報委員長　藤田　東洋子
　７月12日に第２回委員会を開催しました。会報80号の反省会を行い、掲載についてのマニュアルにつ
いて再検討し、会報81号の紙面内容について話し合いました。委員会一同、皆様が読みやすいよう、ま
た分りやすいように工夫をしております。掲載する内容等について皆様のご意見も聞ければと幸いと思い
ます。

「理事会・各委員会　6～7月の活動報告」
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支部情報

　６月 21 日（金）、前橋市総合福

祉会館において「平成 25 年度手

をつなごうケアマネの会　総会」

が行われました。総会では平成 24

年度事業報告・決算報告、および

平成 25 年度事業計画（案）・予算

（案）の提案があり、承認されまし

た。

　また総会後の基調講演では、前

橋市役所障害福祉課の方をお招き

し、「前橋市の障害福祉の現状と障害者総合支援法について」ご講演をしていただきました。

　平成 25 年４月に「障害者自立支援法」から「障害者総合支援法」に名称が変更になり、

制度の変更点、介護支援専門員が知っておくべき障害福祉サービスなどについてご講義

をいただき、スキルアップを図ることができました。

　手をつなごうケアマネの会では、これからも会員の皆様のスキルアップにつながる研

修会などを企画していきますので、積極的なご参加をお待ちしております。

 （ケアプランセンター老研　野中  和英）

　６月 15 日（土）に利根沼田文化会館において総会及び研修会が開催され、総会では、

平成 24 年度事業報告・決算、平成 25 年度事業計画・予算などが承認されました。

　総会後は、群馬県薬剤師会常務理事の高橋良徳氏を招いて、「知っておきたい薬の知識」

と題した基調講演がありました。薬局業務で患者さんと接した自らの体験談を交えなが

ら、わかりやすく講演していただき、薬の作用や副作用、相互作用、服薬に関する約束

等について理解を深めることができ、今更ながら内服薬の譲渡の危険性や処方日数分飲

み続ける理由を再認識することができました。また、「かかりつけ薬局」を持つ利点と活

用方法についての話は参考になりました。

　薬のことで困った経験を持つケアマネも多く、今後、日々の業務に活かしていきたい

と思います。

（みなかみ町地域包括支援センター　原澤  八重子）

前橋支部（手をつなごうケアマネの会） 連絡先：TEL 027－253－3398

利根・沼田支部 連絡先：TEL 0278－20－1126
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　6 月 29 日（土）14 時～みど

り市立厚生会館において、 総会及

び研修会が行われました。研修会

では、桐生薬剤師会理事の小島孝

一先生により、前半部分では、ケ

アマネジャーを中心とした多職種

連携の重要性を、後半部分では、

薬剤の ADL に及ぼす影響などを実

体験も交えてお話いただきました。

 その後の質疑応答も活発な意見交

換が行われ、充実した研修会となりました。

 （マルサン薬品東薬局　松井  孝史）

　5 月 24 日（金）藤岡市役所中庁

舎で支部総会・研修会が開催され

ました。

　総会に続く研修は、公立藤岡総

合病院緩和ケア認定看護師の古池

きよみ先生をお招きし「地域につな

ぐ緩和ケア」 のテーマでご講演いた

だきました。「緩和ケアとは生命の

質を改善するアプローチ」「本人・

家族の希望を叶えるためにも、全

人的苦痛（身体的、精神的、社会的苦痛及びスピリチュアルペイン）に対処するうえでも、

多職種協働が機能していることが大切」「私自身緩和ケアに携わって、多くの人に支えら

れていることに気づかされた」とのお話しは私達介護支援専門員の心に直に響く内容で、

質の高い研鑽の場となりました。

 （特別養護老人ホームふじの里　小出  良一）

桐生・みどり支部（ケアマネわたらせの会） 連絡先：TEL 0277－70－1556

多野・藤岡支部 連絡先：TEL 0274－24－6666
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会費納入について
　平成２５年度会費のお振込がお済みでない方は、お手数ですが下記口座にお振り込みをお願
いいたします。

会員登録に変更のある皆様へ
　住所変更・勤務先変更等のある方、また入会希望・退会希望の方につきましては、本会ホームペー
ジ《トップページ→「what ？→入会申込・退会届・変更届》から用紙を印刷して FAX または郵送
をお願いいたします。
　
群馬県介護支援専門員協会事務局（群馬県社会福祉協議会　福祉サービス支援課内）
TEL　０２７－２５５－６２２６　　FAX　０２７－２５５－６１７３
 事務担当　伊藤

  　会費振込先

■ 取扱銀行　ゆうちょ銀行
■ 口座番号　００５４０－０－６３３９９
■ 口 座 名

　一般社団法人群馬県介護支援専門員協会
　*** 他金融機関からの振込用口座番号 ***
　〇五九(ｾﾞﾛｺﾞｷｭｳ)店（０５９）
　当座 ００６３３９９

  　金　額　

1　一般社団法人群馬県介護支援専門員協会会員
　　4,000円
2　日本介護支援専門員協会＆一般社団法人群馬県介
　　護支援専門員協会会員 9,000円
3　賛助会員
　　1口5，000円を2口以上でお願いいたします。
※いずれも継続会員様の年会費金額です。 
　新規入会をご希望の方は本会事務局にお問い合せください。

事務局からのお願い

4 年半振りに、実地指導がありました。
ケースをじっくり確認していただきました。
ファイルの整理ができました。
身も心もスッキリしました。（K）

会費の納入はお済みでしょうか？
再度ご確認をよろしくお願いいたします。

　会員の皆様には、日頃より本会の運営に関しましてご協力を賜り、心よりお礼申し上げます。

　さて、平成 25 年度の会費の納入はお済みでしょうか。

　本会は会員の皆様の会費により運営いたしております。会費納入にご協力のほどを、どうぞよろしく

お願いいたします。


